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近年、自動車に係る環境・エネルギー問題が大きな話題となっておりますが、早稲田大学で

はこれらの問題に対処することを目的とした電動車両の研究開発を精力的に進めています。 
 
電動車両は環境調和性に優れています。具体的には、“温室効果ガス削減効果”、“周囲環境

負荷低減効果”、“乗車環境改善効果”が極めて高いモビリティ手段です。しかし、電動車両は

主に“バッテリ”とバッテリへの“充電”に大きな技術的課題を抱えており、なかなか大量普

及できない状態となっています。 
 
このような背景のもと、我々の研究グループでは、平成 14 年度より NEDO（新エネルギー・

産業技術総合開発機構）の支援を受け、先進電動マイクロバス WEB（Waseda advanced Electric 
micro Bus）の開発を行ってきました（図 1）。WEB は、電気自動車の実用化にむけて最も高い

技術ハードルとなっている“大きく・重たく・高コスト”なバッテリの搭載量を意識的に減ら

し、そしてバスターミナルに戻って来る度に毎回急速充電を行うという“短航続距離・高頻度

充電コンセプト”を採用したユニークな電動バスです（図 2）。大きなバス車両であるにもか

かわらず、搭載バッテリは軽自動車レベルのもので済んでいます。これにより、車両重量低減

と車両初期コスト削減に成功しました。 
 
ところで、“短航続距離・高頻度充電コンセプト”を電動バスに採用するには、バスターミ

ナルでの充電を、運転手に負担をかけずに“短時間・安全・手間いらず”で行う必要がありま

す。我々は、これを実現するための手段として、運転席からのボタン操作のみで充電を可能と

する“非接触急速誘導充電装置”を独自に開発しました（図 3）。開発機器の充電効率は、当

サイズの電動車両用としては世界最高の 92%を記録しています（開発装置は、小型電気自動

車や大型ハイブリッドバス・トラック等の外部充電装置としても利用可能です）。 
 
このような先進的技術を導入することで、我々は安価で高性能なバスシステムを作り出すこ

とに成功しました。主な性能を以下にまとめます（すべてベースディーゼル車両比較値）。 
 
① 温室効果ガス排出量削減効果 

・「電気へのエネルギーシフト」ならびに「総合効率（エネルギー効率×車両効率）向上」による改善割合 

大型車試験モード（以下 M15 と表記）走行時比較として６８％改善 

② 乗車環境改善効果 

・変速機が不要となることによる前後方向加速度変化の改善割合 

    M15 モードにおける平均ジャーク値（m/s3）比較として３１％改善 

・モーター駆動化による車内騒音改善割合 

  M15 モードにおける平均騒音値（dB）比較として１５％改善 

③ 周囲環境負荷低減効果 

・モーター駆動化による車外騒音改善割合（騒音規制法許容限度との比較） 

  M15 モードにおける平均騒音値（dB）比較として１８％改善 

 

このような実測結果より、WEB は“ヒト”と“地球”に優しい車両であることが証明されています。

最近では、開発車両を用いた公道実証試験を日本全国で実施しています（図 4）。本試験は、一

般市民に電動バスの素晴らしさ（周囲環境調和性、乗り心地優位性、温暖化ガス排出量削減効

果）を体験・認識してもらうことが最大の目的でありますが、自治体等からは電動バスが量産

化された際にはぜひとも購入・導入したいと、多数賛同の声を頂いています。 
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図１：早稲田大学における先進電動マイクロバスの研究開発と実証試験 

 
 

   
全長×全幅×全高 (mm)：5770×1995×2830  対辺長×厚さ(mm)：847×33  コイル重量：35kg
車両重量：3140kg   乗車定員：11 名  出力：30kW      総合効率：92% 

図２：先進電動マイクロバスWEB1     図３：非接触急速誘導充電装置（受電部） 
 

 
図４：成果例＠東京都三鷹市（NTSEL・三鷹市・昭和飛行機工業・早稲田大学共同実施） 


